
「業務効率化の取組に
関するアンケート」の
結果報告

現状把握と意識調査

（一社）東北空調衛生工事業協会



「目的」

建設業で2024年から適用される
「時間外労働時間の上限規制」を踏まえ

「業務効率化についての各社の取組」
に関する現状把握と意識調査

（一社）東北空調衛生工事業協会0



アンケート対象
東北空調衛生工事業協会正会員５５社

回答企業数 ５０社

未回答企業数 ５社

1 （一社）東北空調衛生工事業協会

回答企業 未回答企業

91％

9％

※ 正会員の91％の回答



問1：従業員規模

1 2 3 4

30人未満 30～50人未
満

50～100人
未満

100～300人
未満

２２社 １４社 ９社 ５社

2 （一社）東北空調衛生工事業協会

東北地区及び東北支店管内が対象 回答企業５０社
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従業員規模

30人未満 30～50人未満 50～100人未満 100～300人未満

※ 東北での従事者が３０人未満の店が多い



問2：業務効率化についての対応

対応している 特に対応していない

４８社 ２社

3 （一社）東北空調衛生工事業協会

回答企業50社

対応について

対応している 特にしていない

4％

96％
※ 回答企業の96％が対応あり



問3：対応策について 回答企業48社

項
目

1
現
場
管
理
ソ
フ
ト
の
導
入

2
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
等
の
利
用

3
会
計
ソ
フ
ト
導
入

4
勤
怠
管
理
ソ
フ
ト
の
導
入

5
現
場
監
視
カ
メ
ラ
の
導
入

6
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
用
ソ
フ
ト
の
導
入

7
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入

8
フ
ロ
ン
ト
ロ
｜
デ
ィ
ン
グ
の
採
用

9
ド
ロ
｜
ン
の
利
用

10
対
応
検
討
チ
｜
ム
の
立
ち
上
げ

11
現
場
支
援
部
署
の
立
ち
上
げ

12
業
務
の
外
勢
化
・
外
部
委
託
を
充
実

13
営
業
情
報
顧
客
管
理
用
ソ
フ
ト
の
導
入

14
そ
の
他
の
対
応
策

会
社
数

25
社

47
社

17
社

29
社

5

社
37
社

20
社

7

社
2

社
8

社
17
社

11
社

13
社

18
社

４
（一社）東北空調衛生工事業協会

※ 種々のソフトの導入が多い



問3：その他の対応策の意見

5 （一社）東北空調衛生工事業協会

回答企業18社

・ノー残業ディの推進 15社

・有給休暇取得の推進

・有給休暇取得報奨金

・節目休暇（外勤者）推進

・4週8休運動

・現場外工業化の推進

・ＤＸ、３Ｄスキャナー、ホロレンズの活用

・実行予算書、発注稟議書などの定型事務業務の

バックオフィス化

※ 月2回、水曜日 実施と管理

※ 現場完了後のリフレッシュ休暇？

※ バックオフィス化 内製化



問4：業務効率化を実施し出てきた効果・課題

6

回答企業48社良かった点（プラス要素）

プ
ラ
ス
要
素

1

働
き
方
改
革
が
進
ん
だ

2

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
が
で
き
た

3

コ
ス
ト
削
減

4

残
業
が
減
っ
た

5

定
型
的
業
務
の
生
産
性
が
上
が
っ
た

6

休
日
が
増
え
た

7

若
手
社
員
の
離
職
率
が
軽
減

8

従
業
員
の
満
足
度
が
ア
ッ
プ
し
た

9

情
報
伝
達
の
ミ
ス
が
減
っ
た

10

給
料
が
上
が
っ
た

11

施
工
デ
ー
タ
の
一
元
管
理
が
で
き
た

12

受
注
が
増
え
た

13

特
に
な
し

14

そ
の
他

会
社
数

27
社

24
社

7
社

22
社

19
社

9
社

1
社

5
社

8
社

1
社

14
社

1
社

2
社

3
社

※ 働き方改革が進んだ、業務プロセスの見直し、残業の削減、生産性が
上がった等ににつながった

（一社）東北空調衛生工事業協会



7 （一社）東北空調衛生工事業協会

回答企業3社

・情報の共有化

・発展途上であり大きな効果とは、言えない状況です

・ｗｅｂ会議により旅費交通費の削減

問4．良かった点（プラス要素）その他の意見内容

問4：業務効率化を実施し出てきた効果・課題



問4：業務効率化を実施し出てきた効果・課題

８

回答企業48社課題（マイナス要素）

マ
イ
ナ
ス
要
素

1

使
い
こ
な
す
の
が
難
し
い

2

建
築
・
電
気
業
者
と
同
じ
ソ
フ
ト
で
な
い

3

Ｐ
Ｃ
等
の
機
材
の
整
備

4

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

5

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
整
備

6

取
り
入
れ
る
た
め
の
経
費
・
予
算
が
必
要

7

Ｏ
Ｐ
資
料
が
他
社
と
統
一
さ
れ
て
い
な
い

8

全
員
が
使
っ
て
い
な
い

9

旧
来
の
や
り
方
に
戻
っ
て
し
ま
う

10

業
務
に
優
先
順
位
を
つ
け
る
の
が
難
し
い

11

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
上
手
く
い
か
な
い

12

手
間
、
コ
ス
ト
が
か
え
っ
て
増
え
た

13

特
に
な
し

14

そ
の
他

会
社
数

17
社

13
社

15
社

12
社

13
社

29
社

10
社

26
社

3
社

3
社

6
社

5
社

1
社

2
社

※ 課題は、広範囲に渡りいろいろな問題が潜んでい
ると思われる 特に経費、予算がかかる （一社）東北空調衛生工事業協会



9 （一社）東北空調衛生工事業協会

回答企業2社

・紙での工事書類関係がまだある

・管理側の手間が増えた

・客先の指定で戻ってしまう

問4．課題（マイナス要素）その他の意見内容

問4：業務効率化を実施し出てきた効果・課題



10

回答企業2社

問５：対応していない理由

理
由

1

必
要
性
を
感
じ
な
か
っ
た

2

業
務
改
善
・
効
率
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
不
明

で
導
入
で
き
な
か
っ
た

3

必
要
だ
と
感
じ
た
が
コ
ス
ト
等
の
理
由
で

導
入
で
き
な
か
っ
た

4

そ
の
他

会
社
数

０
社

1

社

1

社

1

社

（一社）東北空調衛生工事業協会



問5：対応していない理由

11 （一社）東北空調衛生工事業協会

回答企業1社

・人材が不足していて取り組むことができない

問5．その他の意見内容

※ コストやプロセスの面、人材の問題で対応でき
なかったが必要性は、感じていると思われる



問6：今後の業務効率化の取組に付いての意見

12 （一社）東北空調衛生工事業協会

１．公共工事において上限規制を踏まえた現場工期となっていないので

国交省等の主導で役所に対し改訂を促す必要があると思われる

２．大した取組は、していませんが残業が減り休日が増えてます。

今後共、更なる情報をお願いします

３．会社単位では、実施しているが現場では、ゼネコンにも左右される

ため、建設業全体での取組が必要と思います

４．業界全体で4週8閉所を進めて行きたいので、引き続き各所への陳情

適正工期の働きかけをお願いします

５．施主側の理解や業界全体で取組まないと無意味である



13 （一社）東北空調衛生工事業協会

６．Ｃａｄソフトに関する情報を継続的に提供していただきたい

（Ｒｅｂｒｏにつき準備はしているがまだ一部の人しかできない）

７．会社主導にてハード面の取り組みが進捗しているものの各現場に

おける効率的な運用には至っていない

８．実務担当者の各取り組みに対する作業効率、意識の向上及び

管理職による指導が必要である

９．内勤者については、働き方改革がある程度浸透しているとが感じます

が、現場従事者については、なかなか改善していないのが実情です

10．弊社では、更なる取り組みを行ってまいりますが、現場完全週休

二日制の導入など業界全体での取り組みが重要と感じております

問6：今後の業務効率化の取組に付いての意見



14 （一社）東北空調衛生工事業協会

11．更なる業務効率化に向けて情報収集し有益なものを取入れる

12．人財への投資（ＩＣＴ化推進、社員育成等）

13．今後は、施工図外注等も視野に入れています。また、現場支援部署

も必要と思いますが、若手技術者のスキルが低下してくると思います

また、現場管理コストは、上がります

その世の中で、受注金額の低下とどう折り合いをつけていくかが

大きな課題となります

14．特にＢＩＭによる現場管理支援システム（当社独自）を推進している

15．現場支援業務の充実化、コンカレントエンジニアによる生産性向上

16．今後もどんな形でも推進していく

問6：今後の業務効率化の取組に付いての意見

※ コンカレントエンジニアリング 複数の業務を同時に進行 設計、生産、製造
などを同時に開発を進める



15 （一社）東北空調衛生工事業協会

17．グループウェアソフトを活用し社内業務の効率化を検討中

18．図面作成のアウトソーシング化

19．プロジェクトチームを立上げ、根本的な人事制度（転勤、社宅制度、

若手社員の活性化等）の見直しに着手

20．今後ソフトの開発が進み、作業効率が飛躍的に上がる前提で新しい

ツールを導入していますが現段階では、苦労が先行しております

21．現場での時間外労働時間の削減の為には、建築を含めた業界全体での

工程や工賃の見直しが必要

22．業務効率化は、必要であるが、時間外労働時間の規制により技術者の

能力低下が進まない様に、対策が必要と思われます

問6：今後の業務効率化の取組に付いての意見



16 （一社）東北空調衛生工事業協会

23．取組継続していきますが、ＩＣＴを利用した業務効率化には、限界が

あると感じます

24．時間外労働時間削減を見据えた業務効率化への取組みとして、今後は、

施工図作成など現場で行っている作業をどれだけ

内製化（バックオフィス化）できるかが重要と考え取組んでいます

25．時間外労働時間上限規制について、各社の取り組みだけでなくＧＣ

含む業界全体が同じベクトルで進めばもう少し改善につながると

感じております

問6：今後の業務効率化の取組に付いての意見



ご清聴ありがとうございました

17 （一社）東北空調衛生工事業協会


